
前時で，電気エネル

ギーをとり出すことは

できるが豆電球は点灯

しないことを体験させ

た上で，豆電球を点灯

させられるくらい大き

な電気エネルギーをと

り出したいという願い

をもたせておくことが

大切である。

１ 本時の目標
(1) 既習事項を生かして，木炭電池からより大きな電気エネルギーをとり出す方法を工夫できる

ようにする。
(2) 学習内容を日常生活で生かそうとする態度を養う。

２ 学習内容と日常生活や社会との関連を実感させるための工夫

(1) 「何とかして豆電球を点灯させたい」という願いを実現するために，学習内容を活用させる

場面を設ける。

(2) 考えを出し合えば，学習内容が日常生活で使えるようになることを実感させるための練り上

げの場を設ける。

３ 授業展開（平成21年発行指導資料 理科第271号から）

※ ゴシック体は，探究活動や学習内容と日常生活や社会との関連を実感させる際のポイント。

木炭電池から，より

大きな電気エネルギー

をとり出す方法を，工

夫させることは，「学

習内容にどのような改

良を加えれば，取り上

げた科学技術が実現さ

れるか」を探究させる

ことになる。

用いる木炭の素材や

大きさ，アルミニウム

はくの面積，食塩水の

濃度などについて素材

研究を十分に行ってお

くことが重要である。

終末において，生徒

に自分の将来とのかか

わりから理科学習の意

義を認識させるため，

学習内容に関係する職

業やその分野で活躍し

ている先人の逸話など

について紹介すること

も効果的である。

過 時
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

程 間

３ １ ２種類の金属板と水溶液を使って電気エ ○ 金属の組み合わせによってとり出せる電流に違
ネルギーをとり出した前時の学習を振り返 いがあったことを確認する。

分 る。
２ 木炭電池の実験を振り返る。 ○ 電子オルゴールや太陽電池モーターは作動した
３ 本時の学習課題を設定する。 が，豆電球は点灯しなかったことを確認する。

２
どうすれば木炭電池で豆電球を点灯さ ○ 何とかして豆電球を点灯させたいという前時の

分 せることができるか。 願いを想起させ，本時の学習課題として設定する。

４ 木炭電池から，より大きな電気エネル ○ とり出せる電気エネルギーが大きければよいの
ギーをとり出す方法を考え，グループ，学 ではないか，という生徒の考えを取り上げ，前時
級全体で考えを練り上げる。 までの学習内容を生かして，その方法を予想させ

〔予想される生徒の考え〕 る。
・ アルミニウムはくの幅を変える ○ 生徒が自分なりの根拠を交えて話し合えるよう
・ アルミニウム以外の金属を使う にするため，「…すれば～ので，豆電球が点灯す

17 ・ 水溶液の濃度や種類を変える る（大きな電気エネルギーがとり出せる）のでは
・ 木炭の長さや太さを変える ないか」という形で発表させる。

５ それぞれの予想に意見を出し合う。 ○ これまでの学習経験，生活経験に基づいて，よ
６ 話合いの結果から，効果的と考えられる り効果的だと考えられる方法を絞り込んでいく。

分 方法をまとめる。 ○ より身近，より安全という視点で考えをまとめ
７ 考えついた方法が有効かどうかを確かめ させる。

る方法を話し合う。 ○ 条件制御の
必要性に気付

基準となる木炭の太さ，長さ，アルミ かせ，具体的
ニウムはくの幅，食塩水の濃度を決め， な方法を一つ
目的とする条件だけを変えて実験を行 ずつまとめさ
い，その結果を比べる。 せる｡

18 ○ 豆電球の点灯状況でとり出せる電気エネルギー
８ 個別の実験方法を具体的にまとめる。 の大小を判断させる。

分 ９ グループごとに分担して実験を行う。 ○ グループごとの結果を比べて，もっともよい条
10 実験結果を発表して,どの条件が有効で 件が何かを考えさせる。

あったのかを考察する｡
11 本時のまとめをする。 ○ 金属の種類を変えても豆電球を点灯させられる

ことを確認する。
電極の表面積や組み合わせる金属の種

10 類，水溶液の濃度などを工夫すると，よ
り大きな電気エネルギーをとり出すこと
ができる。 ○ 炭素と亜鉛の組み合わせでも，水溶液の状態を

工夫することで，大きな電気エネルギーをとり出
分 12 マンガン乾電池とアルカリ乾電池の機能 せるしくみになっていること，そのことは大きな

や構造を例に，乾電池が改良されてきた過 電気エネルギーをとり出すため本時に行った工夫
程を理解し，本時の学習との共通点を理解 と共通するものであることを説明する。
する。 ○ 次時は，乾電池の問題点とその問題点を解決す

13 次時の予告を聞く。 る手だてについて学習することを告げる。

学習内容と日常生活や社会との関連を実感させる授業展開の工夫

（第３学年「化学変化と電池」実践例）
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